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今の気づきが、
未来の成長へのカギ

0～2歳の早期支援の
必要性とは？

親が変わることで
わが子に起きた変化

不安な気持ちを軽くする、
子育ての新しい一歩
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ことばの発達、
ゆっくりでも大丈夫？

未就園のお子さま向け
サービス紹介

コミュニケーション支援
プログラム

こんなお悩み
どうしたら？

いっしょに見つける、
成長のサイン

LITALICOジュニア
パーソナルコースに
行ってみました！

プログラムについてご紹介

支援例の紹介

指導員座談会

体験レポート

親が変わることで
わが子に起きた変化

不安な気持ちを軽くする、
子育ての新しい一歩
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保育所等訪問支援

発達支援センター/療育センター

子育てひろば・一時預かり

ことばの遅れや関わり方が気になる……そんなときに使えるサービスをご紹介します。

幼稚園・保育園に在籍している子どもに対し、専任スタッフが訪問サポート

地域の相談窓口。療育（発達支援）の相談や紹介をしてくれる場所

気軽に遊べる場所や、預けられる仕組みも。まずは地域の情報をチェック！

詳しくは自治体の相談窓口や、LITALICOジュニアまでご相談ください。

未就園のお子さま向けサービス紹介

児童発達支援と幼児教室のちがい

児童発達支援（福祉サービス）

対象

利用方法

支援内容

利用料

幼児教室（自費サービス）

発達が気になる就学前のお子さま

自治体で通所受給者証を申請 希望すれば誰でも利用可

国が定めた基準に基づいた
個別・集団発達支援

知育・集団活動・就園準備など

原則1割負担（所得に応じた上限あり）
※詳しくはお住まいの市区町村にお問い合わせください。

自費（施設により異なる）

就学前のお子さま（制限なし）

児童発達支援は費用負担が少なく利用しやすいサービスですが、
利用には自治体で手続きが必要で、すぐに始められない場合もあります。

幼児教室など、ほかの選択肢も含めて、お子さまや家庭に合った方法を一緒に考えていきましょう。

ほかにもこんなサポートがあります
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実はことばの練習より先に必要なことがある！
右ページで示したコミュニケーションの土台を築く支援をしているのが「コミュニケーション支援プログラム」
このプログラムではコミュニケーションの土台を築くために6つのスキル獲得を目指します。

「発語がない」「ことばでやりとりができない」「指示が聞けない」そんな困りごと、ありませんか？
コミュニケーションがとれないと、子どものやりたいことが分からなかったり、指示が通じなかったり、生活
するにあたって困る場面も多く、不安になりますよね。
コミュニケーションをとるために、「まずことばを話せるようにならないと！」と思われる方も多くいらっしゃ
います。 しかし、コミュニケーションの土台となるスキルが相互に関係しながら発達することで、ことばで
コミュニケーションをとれるようになっていきます。

発音
こ
と
ば

土
台

伝える

理解する

人と関わる

注目する＆聴く

共同注意

遊び

社会性

模倣

対人
コミュニケーション

他者との関わりの中で
遊びのレパートリーを
増やすことができる

他者に対して自分から
いっしょに活動を働きかけたり、

他者に応じられる

他者と同じように
物体や人に対して
注意を向ける

意思の伝達

ことばの理解
自ら他者に対して伝える

他者からの指示を
理解して行動する

他者の動作を見て
自発的にまねができる

図　コミュニケーションピラミッド
出典：寺田奈 （々2022）『０～４歳　ことばをひきだす親子あそび～子どもとのコミュニケーションがどんどん増える！～』小学館,p.9

コミュニケーション　 プログラム
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お子さまの状態、分かっているようで実際に説明するのは難しいですよね。このプログラムでは、独自のスキル

チェックシートでお子さまのできる・できないをしっかりアセスメント（分析）します。

お子さまの段階に合わせて補助を入れることで成功体験を積めるように進めます。

成功体験をたくさん積むことでお子さまが自分から行動できるように促します。

お子さまが大半を過ごすのは家庭です。家庭でも授業と同じ関わりをすることでお子さまの学ぶ機会がグンと

増え、スキルの獲得や定着が期待できます。

授業はどのスキルをどんなアプローチで伸ばすか計画にもとづいて実施されます。
授業自体はお子さまの好きなものを使っておこなうので、お子さまも楽しく参加できます！

お子さまのスキルを伸ばすための関わり方って難しいですよ
ね。授業の様子はモニター越しに見ることができ、授業後には
先生から授業の振り返りのほか、家庭でできるお子さまとの関
わり方などについてもお話させていただきます。

スキルチェックシートの結果をもとに、
お子さまの今の状態を見える化！
今の状態はもちろん、今後伸ばすべき
スキルが一目瞭然です。

左のグラフは、アイコンタクトが取れず、一人
で遊ぶことが多かったお子さまのスキル獲
得状況を表したグラフです。
左が通塾当初、右が通塾1年後の状態です。
指示理解や発語を促すための土台として、
まず社会性を伸ばす授業をした結果、ほか
のスキルもグン！と伸びたことがわかります。

きっかけ
先生が名前を呼ぶ

補助
肩をたたく

お子さまの行動
先生を見る

お子さまのメリット
しゃぼん玉が飛んでくる

「ことばの理解」大人がお子さまの名前を呼んだとき、大人の方を見る

できた！！の
成功体験に
つながる

お子さまの
スキルに
合わせて

補助を入れる

練習するスキル

がすごいココココココココココココココこのプログラムの がすごココ

大人が興味のあることばを使って声をかけたとき、大人の方を見る

大人がお子さまの名前を呼んだとき、大人の方を見る

大人が遊びや動作を見せたとき、見る・笑う・近寄る・触るなどで応じる

5

4

4

獲得スキル 進捗

例

お子さまの状態、もっと知ろう！

スキル獲得には「成功体験を積むこと」が大切！

保護者にも分からないことがあって当然！

遊び

ことばの理解

意思の伝達

共同注意

模倣

社会性

100

150

50

0

50

00

遊び

ことばの理解

意思の伝達

共同注意

模倣

社会性

100

150

50

000

BEFORE

AFTER

お子さまのスキルを伸ばすための関わり方って難しいですよ

しゃぼん玉が飛んでくる

ココがす
ごい！

授業はどのスキルをどんなアプローチで伸ばすか計画にもとづいて実施されます。
ココがす

ごい！

ココがす
ごい！

ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3
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︑

ず
っ
と
発
達
が
遅
か
っ
た
ん
で
す
︒

発
語
が
ほ
と
ん
ど
な
く
︑
人
や
物
へ

の
興
味
も
薄
い
︒
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︑
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︒
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﹁
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︑
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︵
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︑
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︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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︑
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︑
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︑
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︒
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︑
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︑
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え
ば﹁
興
味
が
な
い
子
に
︑
興
味

Before
● 発語がほぼない
● 人や物に興味があまりない
● 要求を伝えられない
● おもちゃの遊び方が分からない

After
● 3語文が話せるようになった
● 「人と一緒に遊ぶのが楽しい」という気持ちが出てきた
● ことばで要求を伝えられるようになった
● おもちゃの遊びの幅が広がった

9

Before
● 発語がほぼない
● 人や物に興味があまりない
● 要求を伝えられない
● おもちゃの遊び方が分からない

After
● 3語文が話せるようになった
● 「人と一緒に遊ぶのが楽しい」という気持ちが出てきた
● ことばで要求を伝えられるようになった
● おもちゃの遊びの幅が広がった

親が変わることで、
わが子に起きた変化

M くん
年齢：3 歳　
利用歴：1 年 3 ヶ月

Profile
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以
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は
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﹂と
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た
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︑
今
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！
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っ
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の
が
︑
今
は
﹁
マ
マ
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！
﹂

﹁
パ
パ
見
て
！
﹂と
言
う
よ
う
に
な
り

﹁
パ
パ
見
て
！
﹂と
言
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒
そ
う
し
た
ら
︑
今
度
は﹁
こ

ま
し
た
︒
そ
う
し
た
ら
︑
今
度
は﹁
こ

れ
︑
こ
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よ
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︑
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語
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︒
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ま
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︒
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で
の
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
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園
で
の
友
だ
ち
と
の
関
わ
り

方
も
変
わ
り
ま
し
た
︒
以
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は
︑
自

方
も
変
わ
り
ま
し
た
︒
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は
︑
自
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ら
友
だ
ち
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と
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こ

分
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友
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︒
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︒
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友
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友
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︑﹁
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け
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︑﹁
一
緒

に
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ろ
う
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っ
た
り
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て
い
る

に
帰
ろ
う
﹂と
言
っ
た
り
し
て
い
る

よ
う
で
す
︒

よ
う
で
す
︒

私
自
身
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

私
自
身
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

M
く
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﹁
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︒
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︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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か
分
か
ら

な
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ら﹁
先
生
！
﹂

と
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て
く
れ
る
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に
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︑
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が
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て
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︒
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︒
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︑
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O

LITA
LIC

O
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ュ
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ュ
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ア︵
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ー
ソ
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︶は﹁
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し
い
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ニ
ア︵
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ー
ソ
ナ
ル
︶は﹁
楽
し
い
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所
﹂︒私
に
と
っ
て
は
︑
息
子
の
成
長

所
﹂︒私
に
と
っ
て
は
︑
息
子
の
成
長

を
一
緒
に
見
守
り
︑
相
談
で
き
る
場

を
一
緒
に
見
守
り
︑
相
談
で
き
る
場

所
で
す
︒困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
︑

所
で
す
︒困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
︑

先
生
に
聞
け
ば
論
理
的
で
具
体
的

先
生
に
聞
け
ば
論
理
的
で
具
体
的

な
答
え
が
返
っ
て
く
る
︒
と
て
も
助

な
答
え
が
返
っ
て
く
る
︒
と
て
も
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

日
常
の
関
わ
り
方
を
少
し
変
え
る

日
常
の
関
わ
り
方
を
少
し
変
え
る

だ
け
で
︑
子
ど
も
は
伸
び
る
︒
特
別

だ
け
で
︑
子
ど
も
は
伸
び
る
︒
特
別

な
こ
と
は
し
て
い
な
く
て
︑
視
点
を

な
こ
と
は
し
て
い
な
く
て
︑
視
点
を

変
え
て
声
か
け
を
し
た
り
︑
働
き
か
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て
声
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︑
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き
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け
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︑
う
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い
く
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も
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け
る
だ
け
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︑
う
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い
く
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る
︒﹁
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が
そ
う
い
う
こ
と
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っ

る
︒﹁
親
が
そ
う
い
う
こ
と
を
知
っ

て
︑
実
践
で
き
る
﹂と
い
う
だ
け
で

て
︑
実
践
で
き
る
﹂と
い
う
だ
け
で

全
然
違
う
の
で
お
す
す
め
し
た
い
で

全
然
違
う
の
で
お
す
す
め
し
た
い
で

す
ね
︒

す
ね
︒

を
出
さ
せ
る
関
わ
り
方
﹂は
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
︑
や
り
方
が
分

か
っ
て
︑
す
ご
く
変
わ
り
ま
し
た
ね
︒

以
前
は
お
も
ち
ゃ
の
遊
び
方
が
分
か

ら
ず
︑電
車
を
た
だ
動
か
す
だ
け
だ
っ

た
息
子
に
︑﹁
電
車
の
レ
ー
ル
を
つ
な

げ
る
の
も
楽
し
い
よ
﹂と
見
せ
て
あ
げ

る
と
︑
少
し
ず
つ
﹁
つ
な
げ
る
と
楽
し

い
﹂と
い
う
感
覚
が
育
っ
て
き
ま
し

た
︒
そ
の
う
ち
﹁
こ
う
す
る
と
楽
し
い

か
も
﹂と
い
う
発
想
も
出
て
き
て
︑
お

も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
幅
も
す
ご
く
広
が
り

ま
し
た
︒

授
業
後
に
は﹁
今
週
は
こ
う
い
う
こ

と
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
﹂と
ア
ド

た
︒
同
じ
こ
と
を
伝
え
る
と
き
は
同

た
︒
同
じ
こ
と
を
伝
え
る
と
き
は
同

じ
声
か
け
を
す
る
︑
興
味
を
引
き
出

じ
声
か
け
を
す
る
︑
興
味
を
引
き
出

す
に
は
こ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

す
に
は
こ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る――

 
――

 

そ
う
い
っ
た
工
夫
を
知
っ
て
実
践
す

そ
う
い
っ
た
工
夫
を
知
っ
て
実
践
す

る
こ
と
で
︑
息
子
の
反
応
も
変
わ
っ

る
こ
と
で
︑
息
子
の
反
応
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
︒

て
い
き
ま
し
た
︒

教
室
に
通
っ
て
︑﹁
親
の
関
わ
り
方

教
室
に
通
っ
て
︑﹁
親
の
関
わ
り
方

で
︑
子
ど
も
の
成
長
は
こ
ん
な
に
変

で
︑
子
ど
も
の
成
長
は
こ
ん
な
に
変

わ
る
ん
だ
﹂と
実
感
し
て
い
ま
す
︒

わ
る
ん
だ
﹂と
実
感
し
て
い
ま
す
︒

私
の
成
長
な
く
し
て
︑
息
子
の
成
長

私
の
成
長
な
く
し
て
︑
息
子
の
成
長

は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

バ
イ
ス
が
あ
り
︑
そ
れ
を
お
う
ち
で

実
践
︒
内
容
は
夫
と
も
共
有
し
︑
メ

モ
を
冷
蔵
庫
に
貼
っ
て
︑
毎
日
の
関

わ
り
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
︒
次

の
授
業
の
と
き
に
先
生
に
﹁
こ
れ
が

で
き
ま
し
た
﹂と
報
告
す
る
と
︑
私

の
こ
と
も
す
ご
く
褒
め
て
く
だ
さ
る

の
で
︑
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
︒

LITALICOジュニア（パーソナル）
高田馬場教室　指導員より

AFTER

りたりこ　パーソナル

MessageMessageMessage

M
く
ん
は
﹁
誰
か
と
関
わ
る
の

が
楽
し
い
﹂と
い
う
気
持
ち
が
す

ご
く
育
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
以
前

は
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
物
を

投
げ
て
怒
っ
て
い
た
の
が
︑
ち
ゃ

ん
と
呼
び
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
︒
私
自
身
︑
M
く

ん
の﹁
で
き
る
こ
と
﹂が
増
え
て
い

く
の
が
す
ご
く
楽
し
み
で
し
た
︒

声
を
か
け
て
も
︑
私
の
存
在
を
認

識
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
よ
う
な
状
態
か
ら﹁
先
生
！
﹂

と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
︑

心
が
通
じ
合
え
た
感
じ
が
し
て
と

て
も
嬉
し
い
で
す
︒

一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ

た
お
母
さ
ま
に
も
感
謝
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
︒

LITALICOジュニア（パーソナル）
高田馬場教室　指導員より

りたりこ　パーソナル
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息
子
は
発
語
が
な
く
︑
ル
ー
テ
ィ

息
子
は
発
語
が
な
く
︑
ル
ー
テ
ィ

ン
に
な
い
こ
と
が
苦
手
で
︑
保
育
園

ン
に
な
い
こ
と
が
苦
手
で
︑
保
育
園

の
行
事
も
泣
き
叫
ん
で
そ
の
場
に
い

の
行
事
も
泣
き
叫
ん
で
そ
の
場
に
い

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
︒

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
︒

で
も
初
め
て
の
育
児
だ
っ
た
の
で
︑

で
も
初
め
て
の
育
児
だ
っ
た
の
で
︑

﹁
こ
れ
も
個
性
か
な
﹂く
ら
い
に
思
っ

﹁
こ
れ
も
個
性
か
な
﹂く
ら
い
に
思
っ

て
い
ま
し
た
︒

て
い
ま
し
た
︒

11
歳
半
健
診
で
は
﹁
発
達
が
標
準

歳
半
健
診
で
は
﹁
発
達
が
標
準

水
準
を
超
え
て
い
な
い
の
で
︑
ま
た

水
準
を
超
え
て
い
な
い
の
で
︑
ま
た

半
年
後
に
﹂と
言
わ
れ
︑
半
年
後
も

半
年
後
に
﹂と
言
わ
れ
︑
半
年
後
も

﹁
ま
た
半
年
後
に
﹂と
様
子
を
見
続
け

﹁
ま
た
半
年
後
に
﹂と
様
子
を
見
続
け

る
こ
と
に
︙
︙
︒
心
配
は
あ
り
ま
し

る
こ
と
に
︙
︙
︒
心
配
は
あ
り
ま
し

た
が
︑﹁
ま
だ
支
援
を
受
け
る
段
階
で

た
が
︑﹁
ま
だ
支
援
を
受
け
る
段
階
で

は
な
い
の
か
な
﹂と
受
け
取
っ
て
し

は
な
い
の
か
な
﹂と
受
け
取
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
︒

ま
い
ま
し
た
︒

そ
ん
な
中
︑
保
育
園
の
先
生
か
ら

そ
ん
な
中
︑
保
育
園
の
先
生
か
ら

﹁
た
ぶ
ん
支
援
が
必
要
で
す
﹂と
言
わ

﹁
た
ぶ
ん
支
援
が
必
要
で
す
﹂と
言
わ

れ
︑
今
で
き
る
こ
と
を
探
そ
う
と
動

れ
︑
今
で
き
る
こ
と
を
探
そ
う
と
動

き
始
め
ま
し
た
︒
で
も
︑
公
的
な
診

き
始
め
ま
し
た
︒
で
も
︑
公
的
な
診

断
は
半
年
待
ち
︒
通
所
受
給
者
証
の

断
は
半
年
待
ち
︒
通
所
受
給
者
証
の

申
請
も
時
間
が
か
か
る
︒
そ
こ
で
︑

申
請
も
時
間
が
か
か
る
︒
そ
こ
で
︑

LITA
LIC

O
LITA

LIC
O

ジ
ュ
ニ
ア︵
パ
ー
ソ
ナ

ジ
ュ
ニ
ア︵
パ
ー
ソ
ナ

ル
︶に
行
く
こ
と
に
︒

ル
︶に
行
く
こ
と
に
︒

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
出
て
き
た
結
果

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
出
て
き
た
結
果

は
︑
気
に
な
っ
て
い
た
点
と
ぴ
っ
た

は
︑
気
に
な
っ
て
い
た
点
と
ぴ
っ
た

り
同
じ
で
正
確
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒

り
同
じ
で
正
確
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒

私
た
ち
が
伝
え
た
﹁
保
育
園
で
周
り

私
た
ち
が
伝
え
た
﹁
保
育
園
で
周
り

の
人
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

の
人
と
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
﹂と
い
う
思
い
も
︑
細
か
い
支

し
い
﹂と
い
う
思
い
も
︑
細
か
い
支

援
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
解
さ
れ
た
支
援

援
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
解
さ
れ
た
支
援

計
画
と
し
て
出
て
き
て
﹁
こ
れ
は
任

計
画
と
し
て
出
て
き
て
﹁
こ
れ
は
任

せ
る
し
か
な
い
﹂と
思
い
ま
し
た
ね
︒

せ
る
し
か
な
い
﹂と
思
い
ま
し
た
ね
︒

気
に
な
る
︙〝
ま
だ
様
子
見
〞

気
に
な
る
︙〝
ま
だ
様
子
見
〞

で
い
い
の
？

で
い
い
の
？

当
初
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ

ず
︑
一
人
遊
び
に
集
中
し
て
し
ま

う
様
子
が
あ
っ
た
S
く
ん
︒
指
示

理
解
や
発
語
を
促
す
た
め
の
土
台

と
し
て
︑
ま
ず
社
会
性
を
伸
ば
す

こ
と
を
考
え
ま
し
た
︒

最
初
は
お
も
ち
ゃ
を
出
さ
ず
︑

ひ
た
す
ら
体
を
使
っ
て
遊
び
ま
し

た
︒﹁
遊
ぶ
対
象
が
先
生
し
か
い
な

い
状
態
﹂を
つ
く
る
こ
と
で
︑﹁
先

生
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
﹂と
い
う

感
覚
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
︒

そ
し
て
少
し
ず
つ
お
も
ち
ゃ
を

取
り
入
れ
て
︑
ず
っ
と
視
界
に
私

の
顔
が
あ
る
状
態
で
遊
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
う
ち
︑
遊
び
に
私
を

入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒S

く
ん
の
ス
キ
ル
が
こ
こ
ま
で

伸
び
た
の
は
︑
保
護
者
さ
ま
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
︒
感
謝
を

お
伝
え
し
た
い
で
す
︒

子
ど
も
も
親
も
︑

一
緒
に
変
わ
る

私
た
ち
も
声
か
け
や
接
し
方
を
学

私
た
ち
も
声
か
け
や
接
し
方
を
学

び
ま
し
た
︒
ど
う
声
を
か
け
れ
ば
い

び
ま
し
た
︒
ど
う
声
を
か
け
れ
ば
い

い
か
分
か
ら
な
い
と
先
生
に
相
談
す

い
か
分
か
ら
な
い
と
先
生
に
相
談
す

る
と
︑﹁
実
況
で
す
よ
﹂と
教
え
て
も

る
と
︑﹁
実
況
で
す
よ
﹂と
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
︒
息
子
が
や
っ
て
い
る

ら
い
ま
し
た
︒
息
子
が
や
っ
て
い
る

こ
と
を
実
況
し
て
︑﹁
で
き
た
ね
﹂を

こ
と
を
実
況
し
て
︑﹁
で
き
た
ね
﹂を

つ
け
る
ん
で
す
︒
以
前
は﹁
あ
︑
並
べ

つ
け
る
ん
で
す
︒
以
前
は﹁
あ
︑
並
べ

た
﹂で
終
わ
っ
て
い
た
の
を﹁
並
べ
ら

た
﹂で
終
わ
っ
て
い
た
の
を﹁
並
べ
ら

れ
た
ね
！
﹂と
言
う
︒
そ
う
す
る
と

れ
た
ね
！
﹂と
言
う
︒
そ
う
す
る
と

褒
め
こ
と
ば
に
な
り
︑
こ
と
ば
の
イ

褒
め
こ
と
ば
に
な
り
︑
こ
と
ば
の
イ

ン
プ
ッ
ト
に
も
な
る
︒

ン
プ
ッ
ト
に
も
な
る
︒

こ
と
ば
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
き

こ
と
ば
を
話
す
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
き
に
︑
私
た
ち
が
話
し
か
け
た

た
と
き
に
︑
私
た
ち
が
話
し
か
け
た

こ
と
ば
を
発
し
て
い
る
の
を
見
て
︑

こ
と
ば
を
発
し
て
い
る
の
を
見
て
︑

﹁
話
し
か
け
る
こ
と
で
︑息
子
の
デ
ー

﹁
話
し
か
け
る
こ
と
で
︑息
子
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
こ
と
ば
が
溜
ま
っ
て
い

タ
ベ
ー
ス
に
こ
と
ば
が
溜
ま
っ
て
い

く
ん
だ
﹂と
話
し
か
け
る
重
要
性
が

く
ん
だ
﹂と
話
し
か
け
る
重
要
性
が

わ
か
り
ま
し
た
︒

わ
か
り
ま
し
た
︒

発
語
が
な
か
っ
た
息
子
が
﹁
見
て

発
語
が
な
か
っ
た
息
子
が
﹁
見
て

見
て
！
﹂と
声
を
か
け
て
き
た
り
︑

見
て
！
﹂と
声
を
か
け
て
き
た
り
︑

関
わ
り
を
求
め
る
姿
も
出
て
き
ま
し

関
わ
り
を
求
め
る
姿
も
出
て
き
ま
し

た
︒
授
業
を
通
し
て
︑
周
り
に
興
味

た
︒
授
業
を
通
し
て
︑
周
り
に
興
味

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
︑﹁
相
手
と
共
有
し
た
い
﹂と
い
う

り
︑﹁
相
手
と
共
有
し
た
い
﹂と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
て
︑﹁
ど
う
共
有
し

気
持
ち
が
芽
生
え
て
︑﹁
ど
う
共
有
し

た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
﹂と
い
う
気

た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
﹂と
い
う
気

持
ち
か
ら﹁
こ
と
ば
﹂が
育
っ
て
い
る

持
ち
か
ら﹁
こ
と
ば
﹂が
育
っ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
な
︑と
腑
に
落
ち
ま
し
た
︒

ん
だ
ろ
う
な
︑と
腑
に
落
ち
ま
し
た
︒

誕
生
日
会
も
最
後
ま
で
泣
か
ず
に

誕
生
日
会
も
最
後
ま
で
泣
か
ず
に

座
っ
て
い
ら
れ
た
ん
で
す
︒
保
育
園

座
っ
て
い
ら
れ
た
ん
で
す
︒
保
育
園

の
先
生
は
﹁
大
快
挙
で
す
よ
！
﹂と

の
先
生
は
﹁
大
快
挙
で
す
よ
！
﹂と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒
今
で
は

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
︒
今
で
は

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
︑
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も

に
な
り
︑
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も

増
え
ま
し
た
︒

増
え
ま
し
た
︒

こ
の
こ
の
11
年
で
息
子
は
自
分
の
気
持

年
で
息
子
は
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
不

ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
不

安
や
辛
さ
が
減
っ
て
い
く
の
を
実
感

安
や
辛
さ
が
減
っ
て
い
く
の
を
実
感

し
て
い
ま
す
︒
子
ど
も
に
も
親
に
も

し
て
い
ま
す
︒
子
ど
も
に
も
親
に
も

寄
り
添
っ
て
い
た
だ
い
て
︑
本
当
に

寄
り
添
っ
て
い
た
だ
い
て
︑
本
当
に

感
謝
で
す
︒

感
謝
で
す
︒

S くん
年齢：3 歳
利用歴：1 年

Profile

Before
● 声をかけても反応がない
● 発語がない
● 人と遊ぶ様子がない
● ことばで「嫌だ」と伝えることが
　できず、泣いてしまう
● 遊びの幅が狭い

After
● 周りへの興味がでてきて、
　物事を共有することができた
● 3語文が話せるようになった
● 集団に参加できる機会が増えた

りたりこ　パーソナル

不
安
な
気
持
ち
を
軽
く
す
る
︑

子
育
て
の
新
し
い
一
歩

当
初
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ

ず
︑
一
人
遊
び
に
集
中
し
て
し
ま

う
様
子
が
あ
っ
た
S
く
ん
︒
指
示

理
解
や
発
語
を
促
す
た
め
の
土
台

と
し
て
︑
ま
ず
社
会
性
を
伸
ば
す

こ
と
を
考
え
ま
し
た
︒

最
初
は
お
も
ち
ゃ
を
出
さ
ず
︑

ひ
た
す
ら
体
を
使
っ
て
遊
び
ま
し

た
︒﹁
遊
ぶ
対
象
が
先
生
し
か
い
な

い
状
態
﹂を
つ
く
る
こ
と
で
︑﹁
先

生
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
﹂と
い
う

感
覚
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
︒

そ
し
て
少
し
ず
つ
お
も
ち
ゃ
を

取
り
入
れ
て
︑
ず
っ
と
視
界
に
私

の
顔
が
あ
る
状
態
で
遊
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
う
ち
︑
遊
び
に
私
を

入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
︒S

く
ん
の
ス
キ
ル
が
こ
こ
ま
で

伸
び
た
の
は
︑
保
護
者
さ
ま
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
︒
感
謝
を

お
伝
え
し
た
い
で
す
︒

りたりこ　パーソナル

MessageMessage BeforeBefore
● 声をかけても反応がない声をかけても反応がない
● 発語がない発語がない
● 人と遊ぶ様子がない人と遊ぶ様子がない
● ことばで「嫌だ」と伝えることがことばで「嫌だ」と伝えることが
　できず、泣いてしまう　できず、泣いてしまう
● 遊びの幅が狭い遊びの幅が狭い

AfterAfter
● 周りへの興味がでてきて、周りへの興味がでてきて、
　物事を共有することができた　物事を共有することができた
● 3語文が話せるようになった3語文が話せるようになった
● 集団に参加できる機会が増えた集団に参加できる機会が増えた

LITALICOジュニア（パーソナル）
横浜教室　指導員より
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ボール シャボン玉ふうせん

支
援
の
紹
介

支
援
の
紹
介

他者に対して

興味を示さない

くすぐる
顔を上げて
先生を見る

（お子さまが見るのを待つ）

アイコンタクトが
とれたら

くすぐりを再開
指さししたものがもらえる

一緒に指さしして選ぶ

指さしを見せる

くすぐりをやめる

笑う

指さしでの

要求が難しい

お子さまが他者に興味をもつためには、「人と関わると
楽しいことが起きる！」という体験を重ねることが大切で
す。そのために、くすぐりや高い高い、こちょこちょなど、
お子さまが思わず笑ってしまうような遊びを通して、非言
語でのやりとりを増やしていきます。

そんなときは、まずお子さまが「指さしすると、ほしいものがも
らえる！」という成功体験を積み重ねるアプローチをします。
お子さまが好きな遊びやおもちゃの絵が描かれたカードを数
枚並べ、「どれがいい？」と声をかけながら一緒に指さしで選
ぶ練習をすることで、指さしを使う意味を伝えていきます。

意思の伝達

ふれあい遊びで楽しい！をつくってみよう！まずは大人がお手本を見せてみよう！

自発的な指さしをして意思を伝えることが少ない、
手を引っ張って要求するなど、指さしでの発信が
少ないと感じたことはありませんか？

名前を呼んでも呼びかけに応じない、模倣を
しない、など大人の行動に対してなかなか反応し
ない、興味を示さないことはありませんか？

POIN
T

POIN
T

こんなお み　どうしたら 社会性
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鈴
木

健
診
で
﹁
様
子
見
﹂
と
言
わ

れ
た
の
で
何
も
し
な
か
っ
た
け
れ

ど
︑
気
づ
い
た
ら
年
少
に
な
っ
て
い

て
﹁
そ
ろ
そ
ろ
支
援
が
必
要
な
の
で

は
？
と
焦
っ
た
﹂
と
い
う
お
話
は
︑

保
護
者
さ
ま
か
ら
よ
く
聞
き
ま
す
︒

山
田

0
～
2
歳
ぐ
ら
い
の
時
期

は
︑
周
り
の
人
た
ち
か
ら
も
﹁
個
性

だ
よ
﹂﹁
ま
だ
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
？
﹂

な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
け

れ
ど
︑
だ
い
た
い
3
歳
児
健
診
が
診

断
の
き
っ
か
け
に
な
る
み
た
い
で
す

ね
︒

で
も
支
援
は
︑
や
は
り
早
く
始
め
た

ほ
う
が
︑
そ
の
先
の
伸
び
し
ろ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
︒
早
い
段
階
で
さ
ま

ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
こ
と

で
お
子
さ
ま
に
あ
っ
た
方
法
で
発
達

を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

遠
藤
﹁
社
会
性︵p5.

参
照
︶を
育
て
る
﹂こ
と

が
土
台
に
な
っ
て
い
る
の
で
︑
授
業

に
は
生
活
場
面
で
の
実
践
や
︑
人
と

関
わ
る
遊
び
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

ま
す
よ
ね
︒

袴
田

そ
う
で
す
ね
︒
遊
び
の
中
で

授
業
を
す
る
こ
と
が
︑
こ
の
プ
ロ
グ

﹁
未
就
園
の
お
子
さ
ま
へ
の
支
援
﹂に
つ
い
て
は

あ
ま
り
聞
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
︑

実
際
は
ど
の
よ
う
な
感
じ
な
の
で
し
ょ
う
？

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂で
は
︑

ど
ん
な
支
援
を
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
か
？

「コミュニケーション支援プログラム」は　　 現在、0～2歳の一部のお子さまが

先行して受講してくださっています。今回は、 このプログラムの企画や研修等を担当されて

いる山田先生と、教室で支援をされている　 袴田先生、鈴木先生、遠藤先生の4人の

先生方に、日々支援に携わる　　　　　　　中での思いなどを伺いました。
と
お
伝
え
す
る
ん
で
す
︒
そ
う
す
れ

ば
︑
見
て
い
る
だ
け
で
﹁
お
う
ち
で

も
︑
こ
う
や
っ
て
遊
べ
ば
い
い
ん
だ

な
﹂
と
分
か
る
と
思
う
の
で
︒

そ
し
て
授
業
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
も
︑﹁
今
週
は
こ
の
場
面
で
︑
こ
ん

な
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
︑
こ
ん
な
声

か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
︑
細
か

く
お
願
い
し
て
い
ま
す
︒

そ
こ
ま
で
具
体
的
に
決
め
て
あ
る
と

保
護
者
さ
ま
も
や
り
や
す
い
よ
う

で
︑
実
際
に
や
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

が
多
い
ん
で
す
︒

そ
の
結
果
を
お
聞
き
し
て
︑
毎
回
検

討
で
き
る
の
もLITA

LIC
O

ジ
ュ
ニ

ラ
ム
の
よ
さ
だ
と
思
う
ん
で
す
︒

大
人
で
も
︑
好
き
な
こ
と
を
し
て
い

る
と
き
は
笑
顔
が
出
た
り
し
ま
す
よ

ね
︒
そ
う
や
っ
て
自
発
的
な
発
信
が

増
え
る
の
と
︑
そ
も
そ
も
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
る
状
態
な
の

で
︑
積
極
的
に
練
習
し
て
く
れ
る
土

台
が
整
っ
て
い
る
︒

鈴
木

保
護
者
さ
ま
へ
の
支
援
も
︑

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
充
実
し
て
い
ま

す
よ
ね
︒

私
は
︑
授
業
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て

い
た
だ
く
前
に
﹁
今
か
ら
︑
こ
の
遊

び
を
こ
の
意
図
を
も
っ
て
や

り
ま
す
﹂な
ど

ア︵
パ
ー
ソ
ナ
ル
︶の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
︒

遠
藤

そ
う
で
す
ね
︒
授
業
で
私
た

ち
が
指
導
し
て
い
る
や
り
方
と
保
護

者
さ
ま
の
関
わ
り
方
が
違
う
と
︑
お

子
さ
ま
は
﹁
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
て

い
る
﹂
と
分
か
り
づ
ら
い
か
ら
︑
ス

キ
ル
が
う
ま
く
定
着
し
に
く
く
な
っ

て
し
ま
う
︒

だ
か
ら
︑
お
う
ち
で
も
授
業
と
同
じ

よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
︑
実
は
お
子
さ
ま
の
成
長
を

促
す
鍵
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
︒

鈴
木

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
︑
保

護
者
さ
ま
が
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
だ 遠藤明菜さん

（横浜教室）
鈴木亜美さん

（高田馬場教室）
袴田菜々子さん

（巣鴨教室）

指導員座談会

おうちでもできる関わり方を
一緒に考えます！

身体を使った
遊びはピカイチおうちでもできる

おうちでもできる関わり方を関わり方を
一一緒緒に考えます！に考えます！

身体を使った
身体を使った
遊びはピカイチ
遊びはピカイチ

おもち
ゃで広

がる

おもち
ゃで広

がる

ワクワ
ク体
験を

ワクワ
ク体
験を

提案し
ます

提案し
ます

子ども
が

子ども
が

打ち解
ける

打ち解
ける

スピー
ドNO

.1
スピー

ドNO
.1

山田亜悠美さん
プログラム企画・研修担当

いっしょに
成長の

見つける、
サイン

が
土
台
に
な
っ
て
い
る
の
で
︑
授
業
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感
じ
ら
れ
た
﹂
み
た
い
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
聞
く
の
が
す
ご
く
嬉
し
い
で
す

ね
︒

最
初
は
﹁
も
う
︑
ど
う
し
よ
う
︙
︙
﹂

と
落
ち
込
ん
で
い
た
方
が
︑﹁
先
生
聞

い
て
く
だ
さ
い
︑
こ
れ
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
！
﹂
な
ど
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
と
︑
お
子
さ
ま
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
﹁
ご
家
族
皆
さ
ん
の
支

援
が
で
き
て
い
る
﹂
と
実
感
し
て
︑

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
︒

鈴
木

　
確
か
に
そ
う
で
す
よ
ね
︒

私
も
︑
保
護
者
さ
ま
と
﹁
お
子
さ
ま

を
応
援
す
る
仲
間
﹂
の
よ
う
に
な
れ

る
の
が
︑
す
ご
く
い
い
な
っ
て
思
っ

て
い
る
ん
で
す
︒

同
じ
方
向
を
向
い
て
﹁
ど
う
し
ま

す
？
﹂っ
て
作
戦
会
議
で
き
る
と

こ
ろ
が
︑LITA

LIC
O

ジ
ュ
ニ
ア

︵
パ
ー
ソ
ナ
ル
︶
の

好
き
な
と
こ
ろ
で
す

ね
︒

袴
田

　
私
は
︑
本
当

に
純
粋
に
﹁
こ
の
お
子
さ
ま
は
︑
ど

う
し
た
ら
も
っ
と
成
長
で
き
る
か

な
？
﹂と
い
う
こ
と
を
日
々
考
え
て
︑

ス
タ
ッ
フ
同
士
で
相
談
し
合
え
る
と

さ
る
こ
と
が
増
え
た
と
思
い
ま
せ
ん

か
？

﹁
こ
と
ば
が
出
る
ま
で
に
︑
ど
の
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の

か
﹂
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
か
ら
︑﹁
ど
こ
を
褒
め
た
ら
い

い
﹂
な
ど
の
具
体
的
な
指
針
を
︑
保

護
者
さ
ま
と
共
通
認
識
と
し
て
も
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

だ
か
ら
︑
保
護
者
さ
ま
が
﹁
今
週
は
︑

こ
う
し
て
い
る
と
き
に
目
が
合
い
ま

し
た
﹂
な
ど
と
報
告
を
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
も
す
ご
く
増
え
ま
し
た
ね
︒

袴
田

確
か
に
以
前
だ
と
﹁
な
ん
と

か
し
て
こ
と
ば
が
出
て
ほ
し
い
﹂
と

い
う
保
護
者
さ
ま
が
多
か
っ
た
ん
で

す
け
ど
︑
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
﹁
そ

の
前
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
﹂
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
の
で
︑
今
は

﹁
言
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
た
の
が
す

ご
く
嬉
し
い
﹂
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る

方
が
増
え
ま
し
た
︒

前
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
一
つ
ひ
と
つ
の

成
長
が
︑保
護
者
さ
ま
も
実

感
で
き
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
︒

前
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
一
つ
ひ
と
つ
の

成
長
が
︑保
護
者
さ
ま
も
実

感
で
き
る
ん
だ
と
思
い

山
田

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は﹁
話
す
﹂

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
よ
り
は
︑

﹁
人
を
好
き
に
な
る
﹂﹁
人
か
ら
学

ぶ
﹂
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ん
で
す

よ
ね
︒

な
の
で
保
護
者
さ
ま
の
意
識
も
︑

﹃
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
か
﹄
か
ら
﹃
自
分

か
ら
人
と
関
わ
る
様
子
が
あ
る
か
﹄

と
い
う
こ
と
を
見
つ
け
る
意
識
へ
変

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
だ
か
ら
︑﹁
目

が
合
っ
た
﹂﹁
遊
ぶ
時
間
が
延
び
た
﹂

と
い
う
だ
け
で
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る

ん
で
す
︒

そ
う
や
っ
て
保
護
者
さ
ま
の
視
点
を

変
え
ら
れ
た
の
は
す
ご
く
大
き
な
こ

と
だ
し
︑
話
す
た
め
の
土
台
の
重
要

性
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
が
︑
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
み
だ
と
思
い
ま

す
︒

袴
田

　
私
は
︑
保
護
者
さ
ま
に
伴
走

し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
お
仕
事

を
し
て
い
る
ん
で
す
︒
だ
か
ら
︑
保

護
者
さ
ま
か
ら
﹁
お
う
ち
で
成
長
を

最
後
に
︑皆
さ
ん
が
日
々
ど
の
よ
う
な
思
い
で

支
援
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
︒

こ
ろ
が
素
敵
な
と
こ
ろ
だ
な
っ
て
思

い
ま
す
︒

鈴
木

　
そ
う
︑﹁
え
っ
︑だ
っ
て
最
初
︑

目
合
わ
な
か
っ
た
よ
ね
？
も
う
ピ
ー

ス
し
て
る
の
！
﹂
み
た
い
な
話
を
皆

で
で
き
る
の
が
︑
す
ご
い
楽
し
い
︒

遠
藤

　
私
は
︑
あ
る
場
面
で
な
ん
と

な
く
お
子
さ
ま
が
﹁
今
こ
れ
言
え
た

な
︑
伝
え
た
い
ん
だ
な
﹂
と
思
っ
た

と
こ
ろ
を
︑
い
か
に
た
く
さ
ん
こ
と

ば
と
し
て
返
し
て
伝
え
る
か
が
大
切

だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
︒

そ
れ
が
︑
お
子
さ
ま
が
大
人
に
聞
い

て
ほ
し
く
て
し
ゃ
べ
り
始
め
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
思
う
の
で
︒

だ
か
ら
﹁
こ
こ
に
来
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
︑
そ
う
い
う
き
っ
か
け
づ
く
り

の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
ら
い
い
な
﹂
と

日
々
思
っ
て
い
ま
す
︒

山
田

私
は
昔
︑保
護
者
さ
ま
に﹁
お

先
真
っ
暗
だ
っ
た
け
ど
︑
こ
こ
に
来

て
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
﹂
と
言
っ

て
い
た
だ
い
て
︑﹁
支
援
を
し
て
い
て

よ
か
っ
た
な
﹂
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
︒

﹁
こ
こ
ま
で
﹂
と
い
う
リ
ミ
ッ
タ
ー

が
そ
の
ご
家
族
に
あ
っ
た
け
ど
︑
お

子
さ
ま
が
何
か
を
や
っ
て
み
て
で

き
た
こ
と
や
︑
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
な
ど
で

リ
ミ
ッ
タ
ー
が
と
れ
て
︑
世
界
が
広

が
っ
た
と
い
う
意
味
だ
と
思
う
ん
で

す
け
ど
︒

だ
か
ら
今
悩
ん
で
い
て
︑﹁
こ
の
先

ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
？
﹂
っ
て
漠
然

と
し
た
不
安
を
お
も
ち
な
の
で
あ

れ
ば
︑﹁
来
て
い
た
だ
い
て
︑
一
緒
に

未
来
を
明
る
く
し
て
い
き
ま
せ
ん

か
？
﹂
と
お
伝
え
し
た
い
で
す
ね
︒

﹁
そ
の
伴
走
者
︑
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

ら
せ
て
く
だ
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︒
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しょうぼうしゃ

みつかるかな

アヒル
きいろの

カラフルな

ボール

おとこのこ
つみきをもった

しょうぼうしゃ
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スタッフの方からお電話があり、
「お子さまの様子」「気になってい
ること」などをじっくりヒアリング。
不安や疑問も聞いてもらえて安心！

明るく落ち着いた雰囲気の
教室。スタッフの方が笑顔で
迎えてくれました。

遊びのような活動を通して、特
性に合わせた関わり方をしてく
れるのが印象的。できたことは
しっかり褒めてくれて、
子どもも嬉しそう！

今日の様子や今後の方
向性について丁寧に説
明があります。

当日
丁寧な電話サポート Webから簡単申込み！ 教室に到着！

分かりやすくフィードバック

振り返り

「楽しい！」の中に成長のヒント

電話で話した内容をもとに一人ひとりに合わせ
た体験授業をくみたててもらえます。

初めてでも、しっかり寄り添って
もらえるから「うちの子、こうい

うサポートもありかも」と
気づくきっかけになる

体験でした！

公式サイトから簡単な質問に
回答して申込完了。

LITALICOジュニア

「子どもの発達、少し気になる……」
「専門の教室があるのは知っているけど、何をするの？」

ちょっと

気にな
る......

遊びのような活動を通して、特
性に合わせた関わり方をしてく
れるのが印象的。できたことは
しっかり褒めてくれて、

初めてでも、しっかり寄り添って
もらえるから「うちの子、こうい

うサポートもありかも」と
気づくきっかけになる

体験
レポート

パーソナルコースに
行ってみました！

事前ヒアリング予約

体験スタート

不安や疑問も聞いてもらえて安心！

電話で話した内容をもとに一人ひとりに合わせ
た体験授業をくみたててもらえます。

資料請求・体験授業の
お申込みはこちら
https://biz.litalico.jp/3XkyHUo

※写真はイメージです※写真はイメージです

株式会社LITALICOは「障害のない社会をつくる」をビジョンに掲げ、働くことに障害のある方に向け

た就労移行支援を開始後、児童発達支援や放課後等デイサービス、幼児教室＆学習教室、プログラミ

ング教室の教育分野へ事業を展開。店舗運営の他、従来の分野に高齢者福祉を加え、当事者の方やそ

のご家族、企業などそれぞれに向けたポータルサイトやWebサービスを展開。

2016年3月に東証マザーズに上場、2017年3月東証一部に市場変更。

2022年4月に東京証券取引所プライム市場に移行。

この冊子は
LITALICOジュニア（パーソナル）の
協力のもと制作いたしました。
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